














  

②コンピュータ等の導入にあたって、われわれは「『民主的効率化論』の立場で物事を 考え、教育と教職員・保

護者・子どもの成長・発達に責任を持つようにすべきである との立場 」で対応してきていますが、かれらは

「合理化絶対反対であると主張してい �ものい護

成t対と



の能力に応ずる教育を受ける機会」（第3条、教育の機会均等）を保障することです。これは、子ども一人ひとり

の学びを援助することであるとともに、子どもたちが共同で学び・成長していくことを援助することです。したが

って、学校の目的は、子ども一人ひとりの成長と社会的な連帯の基礎の形成あり、そこには教職員の学び・成長も

含まれています。学校が塾と異なるのは、学校においては共同性、公共性の構築が不河 ある、そこて瓶社会

の晦帯の同で基礎のでるのでく同おる´す。｜たこぞだなは、��長もけ薗闘みき

の、堪ど漉めに逸がこ、顎こはがｕＳは者闘み苑ｕこｔｕ夙もづ専ｍ沖が夙いみ
啄み･`夙 専 めが、もＳ薗は́者い夙なて、夙者 ｓ 学は もるｓ夙Ｓ夙滝ぞだ ぞこ な 滝がこ る 、は めて瓶 も学はは者漉́堪 でい 夙 ´沖�る者め者者もづ み 、 だ夙者 が をみな 夙みもづ はみこみがてにがい 夙でがめ が 、もみで夙ｍみ もみ 者いがなて��はい る者 み�な ｍ、 夙は 者 で 夙学は夙もづ ｍ 者、み夙て はい も もみてみ Kﾞて はも、み�こ はも者 は�で沖がみ＠もで な ｍ �な でＳ 沖いはみも者沖酌|�ｾ夙にでは者ｍ�� ｍｍ はみ て者が�ていは ても にみ �-�も 沖ｍ者�てて も がみｍもい てＳ者がは Ｓてもて沖が��なｍにｅ`�いｍ てもな沖沖みなｍ









の中でこそ実現できるものです。 






